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はじめに。本資料につきまして

• セッションにご参加いただき、ありがとうございます。本資料は2009年10月14日開催
[Future Technology Days] Windows Azure セミナー with David Chappell 
セッション1「Windows Azure 対応SaaSゕプリケーション開発の概要」の
手元参照用資料です

• 諸事情により、セッションで表示する資料とは内容が異なる場合がございます

• 本資料の記載事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはでき
ません。以下の事項は、マテリゕルやコード、機能を提供することを確約するものでは
なく、製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび次期については、弊社
の裁量により決定されます
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スピーカープロフィール：
ご質問などございましたらお気軽にお声掛けください

日本オラクルにおいて、ＥＲＰ導入から情報系ポータル、新規事業開発まで幅広く経験。その後、ドツ系戦略コンサルテゖング
フゔームであるローランド・ベルガーにて、自動車産業を中心とした各種経営・オペレーション戦略立案プロジェクトに従事。スタート
ゕップ企業であるリゕル コムにてＩＢＭやＧｏｏｇｌｅとの協業窓口を含むマーケテゖング責任者を務めた後、現職。マクロソフト
ではクラウドを中心とした次世代 コンピューテゖング環境の布教・啓蒙活動を担当。寄稿・講演多数。東京工業大学工学部卒。

ブログ：Azureの鼓動

http://blogs.itmedia.co.jp/isago/

Twitter：フォローはお気軽に

http://twitter.com/shin135/

砂金 信一郎 shisago@microsoft.com
ゕーキテクトエバンジェリスト マクロソフト株式会社

い さ ご
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Windows Azureとは？（復習）

Windows Azure は、

クラウド・コンピューテゖングへの期待に応えるべく、

最新技術でスケーラビリテゖと可用性を高めつつ、

RDBMSやSOA対応で開発生産性にも配慮した、

手軽さと企業で購買しやすい課金体系をあわせ持つ、

マクロソフトが運営するプラットフォーム・サービス
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本日のアジェンダ

とりあえずAzureを試してみる

新規にクラウドゕプリを設計する

既存のゕプリをSaaS化する
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クラウド・コンピューティングがもたらすメリット

•ハードウェゕやOSの購買、ンフラ構築費用が不要

•費用として支払うため、資産計上しなくて済む
初期投資

•すぐにゕプリの開発、利用が可能になる

•新規事業などの変化の早いニーズに対応
スピード

•システム管理業務をすべてゕウトソース、パッチ適用も自動化

•遠隔地での冗長化で事業継続性を確保
運用

•従量制課金であるため、必要がなくなれば、容易に停止可能

•キャンペーンサトや頻度の少ないバッチ処理に有効
短期利用

•スケーラブルな基盤設計要求からスキルの高い技術者を解放

•所有が不可能な規模に、理論上無限の拡張が可能
スケーラビリテゖ
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Azure でアカウントを作成するための3ステップ
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CTP版での開発アカウント運用Tips

「お試し」でない開発プロジェクトでは、
メンバー個人のLive IDを使用するのではなく、
新しいAzure開発専用のLive IDを作成しておく

現在はLive IDとプロジェクト（コンピューテゖングおよび
ストレージ）の対応が1:1

チームで同一のプロジェクトにゕクセスする場合、
複数名でLive IDのパスワードを共有することに
なってしまうため、必要のない個人情報は登録しない
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ダウンロード/セットアップすべき2つのモジュール

Azure.com の Resource 
リンクより…

SDK と支援ツールを
入手、セットゕップ

Visual Studio の
バージョンはあらかじめ
2008 SP1以降にしておく
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SDKインストールの前に…IISの設定

開発用ローカル環境を構成す
るためにIISが必要

HTTP共通機能の「静的コン
テンツ」と…

World Wide Web サービスの
「ASP.NET」をチェック

他に .NET Framework 3.5.1
の「 Windows 
Communication Foundation 
HTTP Activation」が必要
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開発ファブリック：ローカル偽装環境(1/2）
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開発ストレージ：ローカル偽装環境（2/2）
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Cloud Service テンプレート
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Hello Azure：VSは管理者モードで使う

• 管理者モードで起動

• プロジェクト
テンプレート
(Cloud Service)が
枠組みを自動作成

• 即Ctrl + F5実行可能

• 初回のみストレージの初
期化ダゕログが表示さ
れる

• 自動起動のブラウザで確
認できる
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アプリをデプロイするまでの全手順

http://blogs.itmedia.co.jp/isago/2009/09/azure-b582.html
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とりあえずAzureを試してみる

新規にクラウドゕプリを設計する

既存のゕプリをSaaS化する
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クラウド向き/不向きなアプリ
鍵はスケーラビリティと整合性

• ２フェーズコミットなどのト
ランザクション整合性を重視
するゕプリは不向き

• 具体的には、リゕルタム性
の高いマスタ、集計表の
Update処理を必要とするも
のには不向き

• 反面、Insert処理と非同期な
集計処理で要件を満たす場合
には、クラウドを活用するこ
とでスケーラビリテゖの恩恵
にあやかれる

CAP定理においてクラウドでは
拡張性と可用性を優先



27 October 2009 |  Page  18

Windows Azure のしくみ
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ハードウェアは「ファブリックコントローラー」で
仮想化し、冗長性を持たせている
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WebRole：ASP.NETアプリ

通常の ASP.NET と
基本的には同じ開発
エクスペリエンス

既存のゕプリもその
まま動かすことがで
きるが…

ストレージゕクセス
やセッション情報保
持など一部考慮が必
要な点あり（後述）

http://www.microsoft.com/web/
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WorkerRole：バックエンド処理

public class WorkerRole : RoleEntryPoint

{

public override void Start()

{

while (true)

{

// メッセージ処理等（省略）

}

}

public override RoleStatus GetHealthStatus()

{

return RoleStatus.Healthy;

}

}

C#でもVisual Basicでも
ロジックのプログラミングは

従来通り
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Windows Azure では、

C# も Visual Basic も、PHPさえ利用でき、

ASP.NET 経験者であれば困ることはないはず。

ただ、唯一大きく異なるのはデータゕクセス。

よって、Windows Azure プログラミングの解説は

データゕクセスについての説明が中心になる。
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ストレージの整理
用途に合わせた標準３つとオプション１つ

• Key Valueストゕ

• パーテゖションによるスケーラビリテゖ
TABLE

• 大容量バナリ格納

• メタデータ管理にも対応
BLOB

• ロール間の一時受け渡し領域

• タスク失敗時の挙動に対応
QUEUE

• クラウド上のRDBMS

• SQL Serverとほぼ同様のンタフェース
SQL Azure

$ 0.15 / 1GBあたり

$ 9.99 / 1GBまで
($ 99.99 / 10GBまで)

1) 他にトランザクション$0.01 / 10,000 件、帯域幅 = $0.10 / 1 GB (受信)、$0.15 / 1 GB (送信)
2) 他に帯域幅 = $0.10 / 1 GB (受信)、$0.15 / 1 GB (送信) 

単位容量あた
り60倍以上の
コスト差
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Windows Azure Storage
概念階層モデル

ゕカウント

ブロブ コンテナ

テーブル エンテゖテゖ

キュー メッセージ

http://<account>.blob.core.windows.net/<container>

http://<account>.table.core.windows.net/<table>

http://<account>.queue.core.windows.net/<queue>
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ストレージ用ヘルパークラス
Services Kit内のアセットとして含まれる

Azure Services Kit 標準ンストールの場合：
C:\AzureServicesKit\Labs\GettingStartedAzureStorage\Assets\StorageClient

Windows Azure StorageへのREST API経由でのゕクセスを簡素化

コードでの呼び出しは
using Microsoft.Samples.ServiceHosting.StorageClient;
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Table：Key Valueストア
スケーラビリティを最優先した汎用ストレージ

Partition Key
Document 
Name

Row Key
Version

Property 3
Modification 
Time

….. Property N
Description

福利厚生Doc V1.0 3/21/2007 ….. 2007年度

福利厚生Doc V1.0.6 9/28/2007 2008年度用 山田作成中

勤怠Doc V1.0 3/28/2007 2007年度

勤怠Doc V1.0.1 7/6/2007 2008年度用 千田作成中

必須

255個までのプロパテゖを持つ

異なるプロパテゖ を
持ってもよい

プロパテゖ
<Name, TypedValue> ペゕが保存

スキーマを持たない
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Table操作例（C#）

Message message = new Message {

PartitionKey = “Japan",            // ChannelName

RowKey = DateTime.UtcNow.ToString(), // PostedDate

Text    = "Hello Azure",

Rating  = 3

};

serviceUri = new Uri("http://<account>.table.core.windows.net");
var context = new DataServiceContext(serviceUri);
context.AddObject("Messages", message);
DataServiceContext response = context.SaveChanges();

メッセージをつくって…

Tableに保存
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Azure Storage Explorer

xxx

http://azurestorageexplorer.codeplex.com/
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BLOB：大容量バイナリ
画像や動画などの格納・配信向け

10 GB Movie
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lo
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d
 1

B
lo

c
k
 I

d
 2

B
lo

c
k
 I

d
 3

B
lo

c
k
 I

d
 N

blobName = “TheBlob.wmv”;
PutBlock(blobName, blockId1, block1Bits);
PutBlock(blobName, blockId2, block2Bits);
…………
PutBlock(blobName, blockIdN, blockNBits);
PutBlockList(blobName,

blockId1,…,blockIdN);

ブロックブロブコンテナゕカウント

shisago

pictures
IMG001.JPG

IMG002.JPG

movies TheBlob.wmv

Block  1

Block  2

Block  3
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Queue : Fail Fast な処理に対応

C1

C2

34

Producers Consumers

P2

P1

1

2

2. Dequeue(Q, 30 sec)  msg 2
3. C2 により msg 2 が処理
4. Delete(Q, msg 2)
7. Dequeue(Q, 30 sec)  msg 1

1. Dequeue(Q, 30 sec) 
msg 1
5. C1 クラッシュ

12 1 6. タイムアウト指定により、
msg1 は Dequeue 後(30秒後)
読出し可能

3

タムゕウトの
規定値 30秒、
最大2時間。
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Queue から定期的に取り出すコード例

public override void Start()
{

//...
while (true)
{
Thread.Sleep(10000);
if (queue.DoesQueueExist())
{

Message msg = queue.GetMessage();
if (msg != null)
{
RoleManager.WriteToLog("Information", 

string.Format("Message '{0}' processed.", 
msg.ContentAsString()));

queue.DeleteMessage(msg);
}

}
}
}
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SQL Azure ≒ SQL Server
クラウドで使えるRDBMS

アプリケーション
（ADO.NET / ODBC / PHP）

アプリケーション
（ADO.NET / ODBC / PHP）

Webクライアント
（ADO.NET Data Services含）

TDS+SSL

TDS+SSL

HTTP / HTTPS
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SQL Server Management Studio
SQL Serverと同じように操作可能

オブジェクトエクス
プローラーは資料作
成時点では利用不可

xxx
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高可用性＆自動管理： SQL Azure の構成

ゲートウェ マスターDB 課金・認証
フロント
ノード群

数百台のサーバーでフゔブリックを構成

サーバーをまたがったレプリケーションDBを作成して同期

SQL Server
ンスタンス

…
クラウド
データセンター内
フゔブリック

サーバー１ サーバー２ サーバー３

サーバーをまたがったレプリケーションDBを作成して同期
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まとめ：ストレージの使い分け

SQL 

Azure

Azure 

Storage 

Services

SQL 

Server

(開発用

Azure 

SDK)

クラウド

オンプレミス
（自社運用）

リレーショナル
データベース

Key Value
ストゕ

手軽さ・自動管理

自由度・安心感

整合性・
SQL互換性

低コスト・
スケーラビリテゖ
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とりあえずAzureを試してみる

新規にクラウドゕプリを設計する

既存のゕプリをSaaS化する
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既存.NET アプリのクラウド移行：主な注意点

Key Valueストゕの恩恵
にあやかるにはコードや
ゕーキテクチャ変更が
必要だが今すぐには…

クラウドのタムゾーン
は全世界共通でUTC。
ローカルタムを取得す
るには…

フロントを並べてスケールゕウト
するにはセッション情報の持ち方
を工夫しないと…

…
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データストアの2段階移行シナリオ

オンプレミスの
RDBMS クラウド上の

RDBMS

クラウド上の
Key Valueストゕ

資産・スキルを活かしつつ
クラウド移行で管理を自動化

スケーラビリテゖが
重視される部分から
Key Valueに変更

一足飛びに
クラウド風アプリに
移行するのは大変…

という場合は

1

2

SQL Server互換の
ンタフェース

TSQLにも対応し、
整合性も重視

初期は拡張性に
若干の制約
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データストアの選択チャート

SQL Azure
Web Edition

SQL Azure
Business 
Edition

SQL Server
(オンプレミス)

Azure 
Storage

10GBは超えるが
エンテゖテゖやテ
ナント・時系列で

DB分割が可能

DBあたりの最大
容量が1GB以上

10GB未満

クラウドに期待す
るのは無限のス

ケーラビリテゖと
低コスト

クラウドに期待す
るのは運用の自動
化と可用性の確保

SQL Server対応
ゕプリのデータゕ
クセス資産は活か

したい

DBあたりの最大
容量は1GB未満

ランニングコスト
が安くなるなら

データゕクセスの
改変も検討

新規開発ゕプリで
クラウド対応を検

討している

既存ゕプリをクラ
ウドでSaaS化し

たい
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Elastic なスケールアウトでセッションはどうする？

IIS 1

IIS 2

IIS 3

ロ
ー

ド
バ

ラ
ン

サ
ー

Web
Role

1

Web
Role

2

Web
Role

3

ロ
ー

ド
バ

ラ
ン

サ
ー

ローカルにセッション情報を保持
しているようなゕプリでは…

セッション情報を集中管理する
仕組みに変更する必要がある

ボトルネックに
ならないデータ
ストゕが必要

Windows Azure 
Storage
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Small Business Web Site の ASP.NETサイトサンプルに…

http://www.asp.net/downloads/starter-kits/small-
business/
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クラウドに対応したセッション管理機能を持たせてみる

ログンしてユーザー
名を覚えるだけの簡単
な仕組み

XMLフゔルにセッ
ション情報を書き出し
て保持する
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定石通り AspProviders を利用する

セッション情報を格納するため、Azureの
ストレージクラゕントもあわせて利用する
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Web.config にAspProvider を利用する設定を記載

< system.web>

...

<sessionState mode="Custom" customProvider="TableStorageSessionStateProvider">

<providers>

<clear />

<add name="TableStorageSessionStateProvider"

type="Microsoft.Samples.ServiceHosting.AspProviders.TableStorageSessionStateProvider"

applicationName="FabrikamWebSite"

/>

</providers>

</sessionState>

...

</ system.web>

AspProviderを
利用するための設定
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StorageClientを利用してAzure Storageに対応

private static BlobContainer RetrieveBlobContainer()
{

BlobStorage blobStorage = 
BlobStorage.Create(StorageAccountInfo.GetDefaultBlobStorageAccountFromConfiguration());

BlobContainer blobContainer = 
blobStorage.GetBlobContainer(RoleManager.GetConfigurationSetting("BlobContainerName"));

blobContainer.CreateContainer(null, ContainerAccessControl.Public);
return blobContainer;

}

using System;
using System.Web;
using System.Web.UI.WebControls;
using System.Xml;
using System.Xml.Schema;
using System.Data;
using System.IO;
using Microsoft.Samples.ServiceHosting.StorageClient;
using Microsoft.ServiceHosting.ServiceRuntime;
…

StorageClientを利用して
BLOBコンテナを取得
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BLOBに格納したセッション情報を使うよう変更

public static DataSet ReadAndValidateXml(string xmlFilePath, string schemaFilePath)
{
// We are ignoring the file paths passed in by the XML Providers,
// we only want the file names (e.g. Items.xml, Items.xsd, etc.)
// which should match the names of our files in BLOB storage.
string xmlFileName = Path.GetFileName(xmlFilePath);
string xsdFileName = Path.GetFileName(schemaFilePath);

BlobContents xmlContent = new BlobContents(new MemoryStream());
BlobContents xsdContent = new BlobContents(new MemoryStream());
BlobContainer blobContainer = RetrieveBlobContainer();

blobContainer.GetBlob(xmlFileName, xmlContent, false);
blobContainer.GetBlob(xsdFileName, xsdContent, false);

DataSet dataSet = new DataSet();
dataSet.ReadXmlSchema(new MemoryStream(xsdContent.AsBytes()));
dataSet.ReadXml(new MemoryStream(xmlContent.AsBytes()), XmlReadMode.IgnoreSchema);

return dataSet;
}

RetrieveBlobContainer()を
呼び出してBLOBコンテナを取得
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詳細はトレーニングキットのハンズオンで。

ご参考）開発者コミュニテゖの日本語訳
http://www.windows-azure.jp/community/Default.aspx
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参考）タイムゾーンの考慮：クラウドはUTC

public DateTime LocalizeDate(string localTimezone, DateTime date) {

TimeZoneInfo accountTimeZone = 
TimeZoneInfo.GetSystemTimeZones().Where(x => x.DisplayName == 

localTimezone).Single(); 

DateTime adjustedDate = 
TimeZoneInfo.ConvertTime(date, TimeZoneInfo.Utc, accountTimeZone); 

return adjustedDate; 
}
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関連情報サイト

 Azure開発ポータル（英語）：SDK入手もコチラ
http://www.azure.com/

 MSDN内デベロッパーセンター （日本語）：
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/azure/

 TORIPOTOデモ：
http://toripotoazure.cloudapp.net/

 Windows Azureチームブログ（英語）：
http://blogs.msdn.com/windowsazure/

 Steve Marx（Azure担当社）ブログ（英語）：
http://blog.smarx.com/

 本セッションスピーカーブログ（日本語）：
http://blogs.itmedia.co.jp/isago/
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開催日

場所

2009年11月17日(火）-19日(木)

ロサンゼルス

PDCの情報は：http://www.microsoftpdc.com
ツゕーの情報は：http://www.pts.co.jp/corp/pdc2009
※日本からのツゕーは、株式会社PTS様主催です
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Appendix
Windows Azure アカウント開設手順



www.windowslive.com →新規作成



新規のゕカウント作成をお勧め



http://connect.microsoft.com/ に登録
作成したLiveIDでログン



http://connect.microsoft.com/ に登録
作成したLiveIDでログン

必要情報を登録後「会員制プログラム」ページで
Azure Services Invitations を検索して「今すぐ適用」

ここではブラウザの検索機能の方が便利



メールでプロダクトキー到着後（要数日）
www.azure.comでゕクテゖベートする



初回利用時、ゕクテゖベーション画面遷移で
プロダクトキーを入力



ゕクテゖベーションが完了するとサービスを
作成できるようになる→「New Service」



まず Hosted Servicesを作成

↑アイコンをクリック



URLを登録。任意文字列、先着順



確保した仮想マシンに
ゕプリをデプロ



デプロしてみるだけなら
VisualStudioは不要。

http://blogs.itmedia.co.jp/isago/2009/09/azure-b582.html
よりパッケージ入手可能



数分かけて「updating」
表示が消えた後「Run」



さらに数分で「Started」表示に
切り替わってから稼働確認


